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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

中間連結会計期間
第15期

会計期間
自 2024年10月１日
至 2025年３月31日

自 2023年10月１日
至 2024年９月30日

売上高 (千円) 1,411,569 3,586,956

経常損失(△) (千円) △224,791 △403,486

親会社株主に帰属する
中間(当期)純損失(△)

(千円) △229,409 △589,444

中間包括利益又は包括利益 (千円) △230,254 △589,719

純資産額 (千円) 1,049,964 1,279,629

総資産額 (千円) 1,589,710 1,950,236

１株当たり中間(当期)純損失(△) (円) △34.88 △89.62

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 62.0 62.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △191,261 △336,374

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △12,626 △83,389

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― 2,530

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 724,621 928,509
 

(注)１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．当社は、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、第15期中間連結会計期間の主要な経営指

標等については記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり中間（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間

（当期）純損失であるため、記載しておりません。

 
２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。

なお、当中間連結会計期間より、従来「マンガアプリ事業」としていた報告セグメントの名称を「エンターテイメ

ント事業」に変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　中間連結財務諸表　注記事項（セグメント情報

等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事項」をご参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありませ

ん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

なお、当社グループは、前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前中間連結会計期間との比較・

分析は行っておりません。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

 ① 経営成績の分析

当社が属する電子書籍市場規模は、インプレス総合研究所「電子書籍ビジネス調査報告書2024」によると、2023

年度の電子書籍市場規模は6,449億円と推計され、2022年度の6,026億円から423億円（7.0％）増加し、2028年度に

は8,000億円を超える市場に成長すると予測されており、電子書籍ユーザーは、引き続き増加傾向にあります。

一方で、電子書籍市場の競争環境は厳しく、アクティブユーザー数が減少傾向にあることに加え、広告市況の悪

化により広告収益単価も低下しています。

このような市場環境の中で、当社グループはエンターテイメント事業において、主力サービスである「マンガ

BANG!」の収益性の改善及びオリジナル作品の制作を強化するとともに、前期に立ち上げたITソリューション事業に

おいて、事業の立上げ及び拡大に向けた先行投資に注力しました。

以上の結果、当中間連結会計期間における売上高は1,411,569千円、営業損失は227,449千円、経常損失は224,791

千円、親会社株主に帰属する中間純損失は229,409千円となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

なお、当中間連結会計期間より、報告セグメントを変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　中間

連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）　セグメント情報」の「２．報告セグメントの変更等に関する事

項」をご参照ください。

 
（エンターテイメント事業）

「マンガBANG!」において、広告枠の増加及び販売促進活動としてポイント還元キャンペーンを積極的に行いまし

たが、費用対効果を考慮して広告宣伝費を抑制した影響でMAUが減少、及び広告収益単価の下落等による影響の方が

大きく、課金収益、広告収益ともに減少しました。

一方で、将来の利益の源泉となるオリジナル作品（WEBTOON含む）の制作に引き続き注力し、累計50万部（電子売

上含む）を突破した「ミリモス・サーガ－末弟王子の転生戦記」の続刊や新作の一部が好調に推移しました。

また、2025年２月には、海外向けにトレーディングカード、フィギュア、プラモデル、缶バッジ、ぬいぐるみな

どを販売する越境ECサイト「Fandom Tokyo」を開始しました。

この結果、売上高は1,398,189千円、セグメント損失は39,456千円となりました。

 
（ITソリューション事業）

SES（システムエンジニアリングサービス）事業については、積極的なIT人材の採用活動により、人件費等が増加

しましたが、堅実に案件も拡大しています。また、インターネット広告を商材としたSEOメディア「LogsFix」で

は、顧客獲得に向けた先行投資を行っております。2025年３月にはオンライン診療支援サービス「ウィズマイメ

ディカルオンラインクリニック」の事業を開始しました。

この結果、売上高は13,380千円、セグメント損失は24,932千円となりました。
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 　② 財政状態の状況

（資産）

当中間連結会計期間末における総資産は1,589,710千円となり、前連結会計年度末に比べ360,525千円減少いた

しました。これは主に、現金及び預金が203,887千円、売掛金が119,861千円減少したことによるものでありま

す。

 

（負債）

当中間連結会計期間末における負債合計は539,745千円となり、前連結会計年度末に比べ130,860千円減少いた

しました。これは主に、未払金が75,226千円、買掛金が50,033千円減少したことによるものであります。

 

（純資産）

当中間連結会計期間末における純資産は1,049,964千円となり、前連結会計年度末に比べ229,665千円減少いた

しました。これは主に、親会社株主に帰属する中間純損失の計上により利益剰余金が229,409千円減少したことに

よるものであります。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

203,887千円減少し、724,621千円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、191,261千円となりました。その主な要因は、売上債権の減少119,861千円に

より資金が増加した一方で、税金等調整前中間純損失の計上229,791千円、未払金の減少75,226千円により資金が

減少したことによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、12,626千円となりました。 その主な要因は、関係会社短期貸付金による支出

10,000千円、敷金及び保証金の差入による支出3,088千円によるものであります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において、財務活動によるキャッシュ・フローはありません。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当中間連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はありませ

ん。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 
(5) 研究開発活動

該当事項はありません。

 
(6) 従業員の状況

当中間連結会計期間において、従業員数の著しい増減はありません。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当中間連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在

発行数(株)
(2025年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2025年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,757,800 6,757,800
東京証券取引所
グロース市場

完全議決権株式であり、株主としての権
利内容に何ら限定のない当社における標
準となる株式であります。
なお、単元株式数は100株であります。

計 6,757,800 6,757,800 ― ―
 

（注）提出日現在発行数には、2025年５月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2025年３月31日 ― 6,757,800 ― 366,724 ― 363,010
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(5) 【大株主の状況】

  2025年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数の
割合(％)

佐久間　亮輔 東京都渋谷区 2,400,000 36.49

江口　元昭 東京都渋谷区 1,600,000 24.33

株式会社メディアドゥ 東京都千代田区一ツ橋１丁目１番１号 140,000 2.13

江口　弘尚 東京都港区 111,600 1.70

JPモルガン証券株式会社
東京都千代田区丸の内２丁目７－３　　　
東京ビルディング

83,909 1.28

株式会社マイナビ 東京都千代田区一ツ橋１丁目１番１号 80,000 1.22

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 73,444 1.12

GMOクリック証券株式会社 東京都渋谷区道玄坂１丁目２番３号 73,100 1.11

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番２１号 63,300 0.96

斉井　政憲 千葉県松戸市 55,000 0.84

計 － 4,680,353 71.16
 

（注）上記のほか当社所有の自己株式 180,504株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2025年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式 180,500
 

― ―

完全議決権株式(その他)  普通株式 65,734

完全議決権株式であり、株主としての権利
内容に何ら限定のない当社における標準と
なる株式であります。
なお、１単元の株式数は100株であります。

6,573,400

単元未満株式
 普通株式

― ―
3,900

発行済株式総数 6,757,800 ― ―

総株主の議決権 ― 65,734 ―
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式４株が含まれております。

 
②【自己株式等】

2025年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所
有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

（自己保有株式）
株式会社Amazia

東京都渋谷区桜丘町１番２号 180,500 ― 180,500 2.67

計 ― 180,500 ― 180,500 2.67
 

 
２ 【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。

以下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

なお、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計

算書及び中間連結キャッシュ・フロー計算書に係る比較情報を記載しておりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年10月１日から2025年３月31

日まで)に係る中間連結財務諸表について、EY新日本有限責任監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年９月30日)

当中間連結会計期間
(2025年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 928,509 724,621

  売掛金 517,990 398,129

  商品 - 1,218

  コンテンツ 34,040 43,248

  未収還付法人税等 2,825 -

  その他 147,418 99,952

  流動資産合計 1,630,785 1,267,170

 固定資産   

  投資その他の資産   

   敷金及び保証金 216,326 219,414

   その他 103,125 103,125

   投資その他の資産合計 319,451 322,539

  固定資産合計 319,451 322,539

 資産合計 1,950,236 1,589,710

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 224,931 174,898

  未払金 209,707 134,481

  未払法人税等 95 2,753

  引当金 1,800 2,250

  前受金 193,070 183,715

  その他 33,752 29,397

  流動負債合計 663,356 527,495

 固定負債   

  関係会社事業損失引当金 7,250 12,250

  固定負債合計 7,250 12,250

 負債合計 670,606 539,745

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 366,724 366,724

  資本剰余金 363,010 363,010

  利益剰余金 618,406 388,997

  自己株式 △132,346 △132,346

  株主資本合計 1,215,794 986,385

 新株予約権 62,989 63,579

 非支配株主持分 844 -

 純資産合計 1,279,629 1,049,964

負債純資産合計 1,950,236 1,589,710
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
　至 2025年３月31日)

売上高 1,411,569

売上原価 1,152,993

売上総利益 258,576

販売費及び一般管理費 ※  486,025

営業損失(△) △227,449

営業外収益  

 受取利息 473

 受取手数料 987

 その他 1,195

 営業外収益合計 2,657

経常損失(△) △224,791

特別損失  

 関係会社事業損失引当金繰入額 5,000

 特別損失合計 5,000

税金等調整前中間純損失(△) △229,791

法人税等 462

中間純損失(△) △230,254

非支配株主に帰属する中間純損失(△) △844

親会社株主に帰属する中間純損失(△) △229,409
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【中間連結包括利益計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
　至 2025年３月31日)

中間純損失(△) △230,254

中間包括利益 △230,254

（内訳）  

 親会社株主に係る中間包括利益 △229,409

 非支配株主に係る中間包括利益 △844
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
　至 2025年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前中間純損失（△） △229,791

 賞与引当金の増減額（△は減少） 450

 関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） 5,000

 受取利息 △473

 株式報酬費用 589

 助成金収入 △500

 売上債権の増減額（△は増加） 119,861

 前受金の増減額（△は減少） △9,354

 仕入債務の増減額（△は減少） △50,033

 未払金の増減額（△は減少） △75,226

 その他 44,263

 小計 △195,215

 利息の受取額 473

 助成金の受取額 500

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 2,980

 営業活動によるキャッシュ・フロー △191,261

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 関係会社短期貸付金による支出 △10,000

 敷金及び保証金の差入による支出 △3,088

 その他 462

 投資活動によるキャッシュ・フロー △12,626

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 財務活動によるキャッシュ・フロー -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △203,887

現金及び現金同等物の期首残高 928,509

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※  724,621
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当中間連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20

－３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過

的な取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による中間連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸

表における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当中間連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前連結会計年度については遡及適用後の連結財務

諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありませ

ん。

 
（中間連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

 
当中間連結会計期間
(自　2024年10月１日
至　2025年３月31日)

広告宣伝費 186,365千円

給与手当 101,419 〃

賞与引当金繰入額 1,650 〃
 

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

　

 
当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

現金及び預金 724,621千円

現金及び現金同等物 724,621千円
 

 

（株主資本等関係）

当中間連結会計期間(自 2024年10月１日 至 2025年３月31日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 
２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるも

の

該当事項はありません。

 
（金融商品関係）

当中間連結会計期間に係る中間連結貸借対照表計上額と時価との差額及び前連結会計年度に係る連結貸借対照表

計上額と時価との差額に重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当中間連結会計期間（自　2024年10月１日　至　2025年３月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円）

 
報告セグメント

調整額
（注）１

中間連結損益計
算書計上額
（注）２

エンターテイメ

ント事業

ITソリューショ

ン事業
計

売上高      

　ユーザー向け売上高 957,135 － 957,135 － 957,135

　法人向け売上高 441,053 13,380 454,434 － 454,434

　顧客との契約から生じる収益 1,398,189 13,380 1,411,569 － 1,411,569

　その他の収益 － － － － －

　外部顧客への売上高 1,398,189 13,380 1,411,569 － 1,411,569

　セグメント間の内部売上高
　又は振替高

－ － － － －

計 1,398,189 13,380 1,411,569 － 1,411,569

セグメント損失（△） △39,456 △24,932 △64,389 △163,059 △227,449
 

(注) １．セグメント損失（△）の調整額△163,059千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△163,059千

円です。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 
２．報告セグメントの変更等に関する事項

当社グループは、当中間連結会計期間より、2025年２月より新たに越境EC事業を開始したことを契機に、従来

「マンガアプリ事業」としていた報告セグメントの名称を「エンターテイメント事業」に変更し、従来の「マン

ガアプリ事業」と越境EC事業を「エンターテイメント事業」の報告セグメントの区分に集約しております。

 
（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
当中間連結会計期間
(自 2024年10月１日
至 2025年３月31日)

１株当たり中間純損失(△) △34円88銭

(算定上の基礎)  

 親会社株主に帰属する中間純損失(△)(千円) △229,409

 普通株主に帰属しない金額(千円) ―

 普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純損失(△)(千円) △229,409

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,577,296

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり中間純利
益の算定に含めなかった潜在株式で、前連結会計年度末から重要
な変動があったものの概要

―

 

（注）潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり中間純損失である

ため、記載しておりません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2025年５月15日

株式会社Amazia

取締役会  御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 石　　田　　　大　　輔  

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 佐　　々　　木　　　斉  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Amazia

の2024年10月１日から2025年９月30日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年10月１日から2025年３月31日ま

で）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間

連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社Amazia及び連結子会社の2025年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。

 

中間連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
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められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、

中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レ

ビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなく

なる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成

及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められ

ないかどうかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発

見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている

場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を

行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
　

 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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